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脱炭素・水素社会実現へ世界と戦う“チーム福岡”



政策：「水素」がカギ（革新的環境イノベーション戦略、2020年1月策定）
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政府の司令塔：
ｸﾞﾘｰﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ戦略推進会議

「国内再エネ利用拡大（左上）」「海外からの再エネ大量輸入（右上）」「回収CO2の燃料化（右下）」
に「水素」が不可欠： 脱炭素社会の電力＋燃料＋原料をまかなう化学的なエネルギー媒体

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tougou-innovation/pdf/kankyousenryaku2020.pdf
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我々の日々の生活・産業・移動
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（局所利用、輸送困難、長期貯蔵困難）

電気、熱と並ぶ二次エネルギー「水素」＠脱炭素社会

水素
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K. Sasaki et al. (Ed.), Hydrogen Energy 
Engineering: A Japanese perspective, 
Springer, (2016). 

●「水素」で多様なエネルギー
（資源） が使いやすくなる！



供給：水素キャリア（液化水素、有機ハイドライド、アンモニア、メタン）
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（第25回水素・燃料電池戦略協議会、2021年3月）

各水素キャリアのメリットと課題を踏まえて、並行して技術開発を進め、適材適所で利活用

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/suiso_nenryo/pdf/025_01_00.pdf

産業用ガス
会社！

石油会社！ 電力会社！ ガス会社！

水素を極低
温（20K）で

液化して船
等で運搬

トルエンに水素を化合
させたメチルシクロヘ
キサン（MCH）をケミ
カルタンカーで運搬

石炭火力発電所の排ガ
ス浄化で使っているア
ンモニア（NH3）を燃料

として使用

CO2フリー水素と回収
CO2からのCNメタンを

作って、既存の都市ガス
インフラ活用



海外からの水素の輸入に向けて（例）：川崎重工業
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（完成前の風景（2019年8月27日））

川崎重工業ホームぺージ：https://www.khi.co.jp/hydrogen/

岸田総理の水素運搬実証式典出席（2022年4月9日）（出典：首相官邸HP）



経済：水素価格と用途拡大（輸送⇒発電⇒化学⇒製鉄）
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佐々木一成、日本経済新聞「経済教室」2023年5月30日、https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD186U00Y3A510C2000000/

⽔素需要︓約800トン/年
（現状）

⽔素需要︓約8万トン/年
（⽔素基本戦略2023）

⽔素需要︓100万トン/年
（⽔素基本戦略2023、
⽔素換算）

２ケタ増

３ケタ増
「産」主導の技術開発・社会実装
（GI基金事業などで開発中）

「学」が革新技術の創製にチャレンジ
し、「産」の製品開発に貢献する
オープンイノベーションが有効！

水素・アンモニア政策小委員会（水素基本戦略改訂、
値差支援、拠点形成、法制度整備などを審議）



Combustion air

NOx reduction range

Ammonia

Pulverized coal + primary air

水素エンジン
（川崎重工＠ジャパンモビリティショー）

産業用分散電源
（三菱重工＠九大伊都）

家庭用燃料電池
（パナソニック・アイシン・京セラ＠九大伊都）

水素モビリティ
（トヨタ・ホンダ＠九大伊都）

水素タービン・ボイラー
（川崎重工＠経産省資料）

水素商用車
（いすゞ＠スマートエネルギーウイーク）

多様な水素利用技術
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ジャパンモビリティショー2023① 8

水素トラック（日野＋トヨタ）

水素列車（JR東日本）水素FCEV（BMW）

商用車に期待

水素トラック（いすゞ＋ホンダ）

（撮影：佐々木）



ジャパンモビリティショー2023② 9

水素調理窯（トヨタ・リンナイほか）

水素エンジンバイク（スズキ）

水素の価値の展開 （撮影：佐々木）



福岡モビリティショー2023① 10

水素SUV（ホンダ）クラウンFCEV（トヨタ）

水素バス（福岡市） 水素BRT（日田彦山線）

新型FCEV発売、バスも都市・地方に展開 （撮影：佐々木）



福岡モビリティショー2023② 11

水素パッカー車（トヨタ・福岡市）給食配送車（トヨタ・福岡市）

小型トラック（トヨタ・福岡県）

多様な商用車に横展開 （撮影：佐々木）



オートポリス大分2023 12

水素エンジン車：液化水素利用（トヨタ）

水素SUV（トヨタ） 水素バギー

水素モビリティの用途拡大 （撮影：佐々木）



水素の国内外での実装に向けて（2023年）
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日台連携（九大）日豪連携（福岡県）

水素パイプライン実証（北九州市）

水素技術の国内外での関心の高まり （撮影：佐々木）



九大水素モーターショー2023 14

（撮影：佐々木）



民間の水素ロードマップ（水素バリューチェーン推進協議会、2022年8月29日）
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（一社）水素バリューチェーン推進協議会HP「水素ロードマップ」：https://www.japanh2association.jp/pages/6060688/page_202205201049



地域：脱炭素化への水素の貢献（九州の例） 16

九州：再エネ＋原子力＋水素発電で電気をCO2フリーへ

（図の出典：九州電力ホームページ http://www.kyuden.co.jp/rate_adj_power_composition_co2.html）

九州電力の２０１９年度の電源構成（実績）

（再エネ：２３％＋原子力３５％＝５８％）

アンモニア
（NH3）で
脱炭素化

水素
（H2）で
脱炭素化

九州電力の２０２２年度の電源構成（実績）

アンモニア
（NH3）で
脱炭素化

水素
（H2）で
脱炭素化

（再エネ：２０％＋原子力２３％＝４３％）



地域：九州の再エネポテンシャル

九州電力送配電ホームページ（https://www.kyuden.co.jp/td_renewable-energy_application_index）

九州本土の再生可能エネルギーの接続 ・申込状況
●再エネ電力接続検討申込まで⇒計3,741万kW （vs.電力需要：1000万kW前後）

●接続済は「太陽光発電＞風力発電」、接続検討申込は「風力＞＞太陽光」

九州本土（離島除く）の再生可能エネルギーの接続・申込状況（2023年11月末時点）

※合計は四捨五入の関係で合わないことがある
※【 】は、指定ルールにおける出力制御対象分
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（単位：万kW） 太陽光 風力 バイオマス
水力

（揚水除く）
地熱 合計

接続検討申込み 105 1,010 8 1 4 1,128

接続契約申込み 24 303 2 0 0 329

承諾済 206 374 53 18 5 655

接続契約申込及
び承諾済（再掲）

230
【204】

676
【623】 56 18 5 984

接続済
1,193
【414】

63
【2.27】 162 186 24 1,629

合計 1,527 1,749 226 206 33 3,741



九大水素プロジェクト（20年間）
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皇太子殿下（当時）御行啓

ベトナム国家主席御視察

水素バス運行開始式

●世界最大規模の水素研究教育拠点を伊都に構築

●政府審議会に貢献（水素・アンモニア政策小委員長、
脱炭素燃料政策小委員長など）

●水素３センターで受託研究・共同研究積極受入

●国家元首・大臣を含む視察・見学者は計６万人超
（2012年10月皇太子殿下御行啓（現天皇陛下）、
2023年11月ベトナム国家主席、水素バス式典など）

●大型プロジェクト対応
（佐々木とりまとめ実務主導分）
・産総研Hydrogenius誘致（NEDO）
・稲盛会館誘致（稲盛財団）
・WPI（I2CNER）獲得（JSPS）
・NEXT-FCセンター棟整備（経産省）
・国際戦略総合特区推進運営費交付金（内閣府）
・ASPIRE先端国際共同研究推進事業（JST）

（その他、個別のNEDO・JST事業多数）



大学：社会に多様な価値を提供！九大水素拠点の例
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エネルギー研究教育機構（総長が機構長。オール九大で今世紀後半のエネルギー社会を提案）

水素タウン
（世界最大規模、150台の
燃料電池が集中設置）

（稲盛フロンティア
研究センター）

（世のため、人のための
未来科学研究⇒プログラムへ）

水素エネルギー
システム専攻
（世界初。工学府に
平成２２年度新設）

次世代エネルギー
実証施設
（大学発技術を

キャンパス内で実証）

水素ハイウェイ
（九大水素キャンパスから、

全国へ展開）

カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所

（英語が公用語の
世界トップレベル国際研究所）

技術
実証

人材
育成

未来科学 国際連携

社会実装
センターオブイノベーション

（社会実装のためのイノベーション拠点）

産学官地域連携：基礎基盤研究から産学共創、そして本格普及へ

産学連携

水素エネルギー
国際研究センター

（水素・燃料電池インキュべーター）

水素材料
先端科学研究センター

（水素に触れる材料に関する集中研）

水素エネ

基盤研究

次世代燃料電池
産学連携研究センター
（次世代燃料電池の世界初の
本格的な産学連携集中研）

（公財）水素エネルギー

製品研究試験センター（福岡県）
（伊都近郊に立地。産業化を支援）

燃料電池



研究（例）：不可能を可能にするチャレンジ（九大佐々木）

【2030年以降のFCV用
燃料電池の創製】

2030年やその先の産業界⽬標を達成
する「タフな燃料電池」を創製し、乗⽤
⾞のみならず、更なる⾼耐久化が⽋か
せない商⽤⾞（トラック、バス、船舶、
列⾞）などへの⽤途拡⼤と本格普及に
つなげる。（NEDO事業実施中）

【電気も水素も作れる
可逆セルの創製】

オリジナルの電極材料で、⽔蒸気電解
での⽔素製造と⾼効率燃料電池発電
が両⽅でき、再エネ変動も調整。
（MITとのNEDO国際事業実施中、JST採択）

燃料電池発電水素製造（電解）

可逆に
作動！

20

給電 給電＋蓄エネ

電池 乾電池（一次電池） 蓄電池（二次電池）

燃料
電池

（通常の）燃料電池
可逆セル

（“二次燃料電池”）



●学部：工学部・機械工学科生への徹底的な機械系基礎教育（四力学中心）
●修士課程：院試で厳選した修士学生への視野を広げる教育（電気化学、機能材料学、政策論など）
●修士+博士課程：水素エネルギー・燃料電池に関係する最先端研究に従事
●グロ－バルに活躍できる研究者・技術者の育成（国際会議積極派遣、英語公用語化、留学支援等）

教育：機械系学科以外からも入学可「自己推薦型入試」

政策論政策論
エネルギー政策、社会受容性

低炭素エネルギー学

マネジメントマネジメント
研究開発マネジメント、普及戦略

電気化学電気化学
燃料電池、触媒

水素エネルギー工学

熱力学・熱工学熱力学・熱工学 材料力学・強度学材料力学・強度学

安全工学安全工学
保安技術、脆化、燃焼

機能材料学機能材料学
金属、高分子、セラミックス

エネルギ 工学エネルギー工学
製造・輸送・貯蔵・利用、風力、太陽光、原子力、再生可能技術

実学教育・
産学連携

企業インターンシップ、
戦略会議との連携、

産業界技術者との交流、
産業界向け発表機会提供

実学教育・
産学連携

企業インターンシップ、
戦略会議との連携、

産業界技術者との交流、
産業界向け発表機会提供

国際性を高める
教育

海外インターンシップ（留学）、
外国人教授陣と英語講義の

充実、国際会議発表
機会提供

国際性を高める
教育

海外インターンシップ（留学）、
外国人教授陣と英語講義の

充実、国際会議発表
機会提供

材料・プロセス・システムを理解する機械系人材の輩出材料・プロセス・システムを理解する機械系人材の輩出

機械系基礎科目機械系基礎科目
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【博士課程】
（全学府・全専攻対象）
脱炭素エネルギー

先導人材育成フェローシップ
https://q-pit.kyushu-u.ac.jp/fellow-ship/

●全学府・全専攻から学内公募選抜し
少数精鋭で育成（12人／年）

●先端研究に集中（月約２０万円支援
＋授業料免除（博士全免・修士半免※））

●全学の多様なエネルギー遠隔講義
の受講で俯瞰力

●インターンシップ、産学連携
プロジェクト参画、国際共同研究
参画、産業界向け成果報告会
などの機会

※宮本淳弌水素研究奨励賞受賞の場合

【修士課程】
工学府・水素エネルギーシステム専攻では、

「自己推薦型入試」を夏に実施。
機械系以外の理系分野の学生を広く募集。

GPAとTOEICのスコア、小論文、
口頭試問で若干名が合格

http://www.mech.kyushu-u.ac.jp/j/exam02.html



水素政策動向（水素・アンモニア政策小委、脱炭素燃料政策小委など、2023年10月25日）
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●値差支援（天然ガスvs.水素、石炭vs.アンモニア）・拠点整備（3+5拠点程度←20拠点FS）・
法制度整備（クリーン化、国が保安を主導）を水素審議会で議論⇒水素新法（推進＋規制）へ

水素・アンモニア政策小委員会（2023年10月25日）：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/20230104_report.html



環境金融（例）：九州経済連合会「九州の未来のエネルギーへの提言」

（出典：九州経済連合会、「九州の未来のエネルギーに関する提言書」、2020年3月4日、（一社）九州経済連合会ホームページ
https://www.kyukeiren.or.jp/report/index.php?category=suggestion&id=3148）

“Future Zero-Emission Kyushu”
●九州での事業・生産は自動的に低炭素・脱炭素へ！（国内外からの企業誘致加速）
●九州立地企業に国内外からESG投資が集まる！（Kyushu ESG/SDGs Index?）
●福岡を「カーボンニュートラル国際金融都市」へ！（九大箱崎キャンパス跡地などを利活用）

九州：CO2フリー電源比率
５８％＠２０１９

（再エネ：２３％＋原子力３５％＝５８％）

（政府の２０３０年新目標を達成済！）
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「九州からの水素社会実現」に向けて
24

●九州は脱炭素化を国内最速で実現できるポテンシャルあり！
そのための戦略エネルギー媒体が「水素」

★「電力」の脱炭素化は再エネ＋原子力＋水素発電で可能！
（アンモニア⇒石炭火力、水素⇒天然ガス火力）

★「非電力」の脱炭素化は、九州の余剰電力からの再エネ水素で！
（モビリティ、熱需要、工業原料、半導体製造プロセスなど）

★モビリティ（乗用車＋商用車）が水素の用途としての第一ステップ
要の水素インフラとなる水素ステーションの全県設置を！

●さらに増える再エネグリーン電力を企業誘致の強みに！

●電化と水素化のグリーン投資を九州へ。カーボンニュートラル
を国際金融都市の目玉に！脱炭素イノベーションの好循環へ

●水素イノベーションに九大も貢献！


